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　ここに詠われた勝間田の池の所在地は諸説あって不明ですが、平安時代に書かれた枕草
子にも初瀬への参詣の道筋に「池は勝間田の池」と見える事から、この頃はまだ存在して
いたようです。今日では、奈良医療センターの前に広がる大池かとも言われています。
　この歌で「君」と呼ばれた人物は、天武天皇の皇子、新

に た べ

田部親
しんのう

王で、その邸は今日の唐
招提寺の地にありました。勝間田の池を見て来た親王が、帰って来て身近の婦人に「池は
実にきれいだったよ。蓮の花が水に映えてね…」と語ると、女性は「池は私もよく知って
ますよ。蓮の花なんかありませんよ。あなたに鬚なんかないようにね…」とやり返します。
　この大池の畔から眺める薬師寺遠望は絶好の撮影ポイントとして多くのカメラマンで賑
わっています。しかし、その薬師寺の東西双塔並び立つ秀麗な姿も、東塔の解体修理のた
め覆屋につつまれ、今後 10 年間は見られなくなります。

勝間田の池
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奈良県生活協同組合連合会　会長　瀧川　潔

新年のご挨拶

新年あけましておめでとうございます。
会員及び各組合員の皆様方にはそれぞれ
に、新しい抱負をもった新年をお迎えのこ
とと思います。

当連合会は昨年２０周年を迎え、おかげさ
まで皆様方のご協力によって各記念の取り
組みが成功裡に進められました。心から感
謝申し上げます。

特に記念式典では、行政、各政党を始め、
日本生協連の仲間とともに県内の協同組合
や友誼団体のご参加をいただき、荒井知事
の記念講演を頂戴することができました。
知事の奈良県行政についての抱負、中でも
医療福祉に関する具体的な展開は、当会の
活動とも関連して大変重要なものでした。
今後も一層、県行政や協同組合を始め関係
各位との連携が進められるよう、当会とし
て会員のみなさんとともに奮闘する必要を
痛感致しました。

新しい年を迎えましたが、私たちの暮ら
しを巡っては、国際的な政治経済はいまだ
混迷を脱せず、新興国の牽引も力不足の状
況のようです。しかしながら、１２月１０日に
閉幕した「ＣＯＰ１６」では、会議開催中の
重苦しい雰囲気にもかかわらず、最終的に
前進的な内容が合意決定され、示された予
想以上の各国の前向きな姿勢に救われる思
いが致しました。少しずつであっても、話
し合いが合意に進む国際機運は、大切な流
れです。

国内経済も上昇の機運はなく、「政権交

代」も、「根付いた課
題」の転換にはなかな
かの様相です。財源を
めぐる消費税問題、食
料をめぐるＴＰＰ問題（関税問題）など、
複雑な課題にも市民としての対応が求めら
れています。これらの問題の解決には、多
数者である低所得者市民の暮らしを守ると
ともに、単なる「低価格」に目を奪われる
のではなく、将来の暮らしを守る視点での
対策が必要不可欠です。これらの課題につ
いては、消費者・市民の暮らしを守る生活
協同組合として、協同組合の仲間とともに
論議し、考え方をまとめて行くことが大切
です。政治家任せではなく、私たち市民の
力が発揮できないと「予想以上の前向きな
状況」は生まれないのではないでしょうか。

今年の「えと」はうさぎ年。兎にちなん
で「うまずたゆまず、協同の活動を着実に
推進すること」「さきを見たとりくみを常に
意識して活動すること」「ぎろんを大切に、
決めたら皆んなで実行すること」を念頭に、
今年の諸活動に取り組んで行きましょう。
この新しい年に２０年の活動の基盤をしっか
りと再強化して、来る２０１２年の「国際協同
組合年」に、新しい協同組合の活動の展開
を奈良県で花開かせることができるよう、
皆んなで頑張って活動を進めてまいりまし
ょう。

新しい年に２０年の基盤の再強化を
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　奈良県生活協同組合連合会の組合員並び
に関係者の皆様、明けましておめでとうござ
います。
　新しい年が、皆様にとりまして幸多き年と
なりますよう、心からお祈り申し上げます。
　昨年は、日本の歴史・文化が連綿と続い
てきたことを祝い、感謝し、未来の安寧をお
願いする平城遷都１３００年祭が開催されまし
た。県民の皆様には、行催事の開催にご協力
いただくとともに、もてなしの心を持って来
訪者を温かくお迎えいただき、改めて感謝申
し上げます。

　奈良のより良き未来を
　　　　　　創るために力を合わせて
　平城遷都１３００年祭は奈良の持っている価
値、歴史そのものを発信することで大きく賑
わいました。このお祭りを一過性のものとせ
ず、「巡る奈良」事業など、奈良の魅力を観
光の飛躍的発展につなげていきたいと思いま
す。
　「地域経済の振興」と「良質の雇用の確保」
も重要です。「奈良でくらし、奈良で働く」
を実現していくため、企業誘致と地場産業の
活性化による雇用の創出に取り組んでいきま
す。
　就任当初から力を入れてきた地域医療は、
絶対に断らない救急医療の体制づくりや高度
医療の充実など安心できる医療体制を築いて
いくことに、全力を挙げたいと思います。
　また、高齢者や障害者が生きがいや誇りを
持って安心して暮らせるような支援を行い、
県民すべてが生き生きとした活力ある健康長
寿県の実現を目指したいと思います。
　中南部・東部地域の振興についても、力を
注ぎたいと思います。元気なまちづくり、生
き生きとした暮らしづくりに向けた県の取り
組みに、ぜひ県民の皆さまのお力を添えてい
ただきたいと存じます。

県政運営を
オリジナルな知恵で
　奈良のより良き未
来を創るために５つの
構想案を作りましたが、その具体化のために
は、県政運営に推進力が必要です。無駄なこ
とはしない、節約を図る、効率的に仕事をす
るなど、小さな事の積み重ねで、少しでも前
に進む力を貯えることが大切です。ＰＤＣＡ
と呼ばれる事業効率化のためのサイクルを繰
り返し行いながら、将来に向けた新たな芽を
出すようにできたらと思っています。

　県民の皆さま及び
　　　　　市町村と「協働」の精神で
　１３００年祭では、県民のボランティアの方々
が大活躍でした。お祭りを成功に導く大きな
力になっていただきました。これからの地域
の賑わいづくり、くらしづくり、まちづくり
のために、このような力をお借りできたらと
存じます。
　奈良の未来を育むために、「協働」の仕組
みを充実させていきたいと思います。
　地域の力が問われるこのような時だからこ
そ、県民の皆さまが育んでこられたふるさと
への自信と誇りが、大きな原動力となって、
奈良の元気につながっていくと確信していま
す。
　常に、県民の暮らしを良くしたいという願
いを強く持ち、皆さまのご意見やご提案に十
分に耳を傾け、皆さまと力を合わせて奈良の
より良き未来を築いていきたいと考えており
ます。皆様の一層のご理解とご協力を心から
お願い申し上げます。
　最後に、奈良県生活協同組合連合会並びに
各生活協同組合のますますの発展を祈念申し
上げて新年のご挨拶といたします。

奈良県知事　荒井　正吾

平成２３年 新年のご挨拶
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奈良県生活協同組合連合会
　　　　20周年記念式典を開催

　１１月２０日、奈良ロイヤルホテルにて奈良県生活協同組合連合会
２０周年記念式典が開催され、１３０人の来賓、関係者の方々にご出席
いただきました。瀧川潔会長より行政や議会、友誼団体、日本生協
連はじめ生協近畿府県連の仲間、会員生協への感謝の挨拶の後、来
賓の方よりご祝辞をいただきました。

　出口武男 県議会議長からは、生協の食品の安全・食育活動や環境、防災の取り組みなどへの感
謝の言葉をいただきました。永田正利 協同組合連絡協議会委員長からは協同組合の日頃の連携し
た取り組みのご紹介とともにＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）に対する農畜産業への影響
などの懸念に対して、協同組合として連帯して取り組みたい決意を述べられ、日本生協連山下俊
史会長からはこの２０年間の生協の状況変化など、社会の期待と責任の重要性、奈良県生協連への
期待の言葉をいただきました。県選出国会議員（代理秘書）、ご出席の県会議員のご紹介をし、仲
川げん奈良市長のメッセ－ジをご紹介しました。

　記念講演として奈良県知事荒井正吾様より『奈良の未来を語る』と
題して、５つの構想案から『健やかに生きる』構想案を資料に基づい
てお話いただきました。ここには４つの目標　①地域医療の充実　②
健やかな暮らしづくり　③いきいきと暮らせるまちづくり　④スポー
ツの振興が掲げられており、目指す姿として『安心して健やかに暮ら
せる健康長寿県　奈良』を謳っています。
　まず、地域医療では県内の医療費や疾病別・地域別状況から見えて
くる事を、山添村を

例に挙げ説明されました。健診受診率の高さ、
高齢者就業率の高さ、高齢者の同居家族の多さ
と自宅死亡率の高さから、老人医療費が県内最
下位という成果を生み出していますが、そこに
は僻地医療の経験を積まれた吉本清信先生の存
在が大きく、一つのモデルにして取り組みたい
と述べられました。
　次に、生活習慣の改善等により日本一の健康
長寿立県を目指す課題では、一つにスポーツ振
興を揚げ「総合型地域スポーツクラブ」の設立
を目指し、その核施設として浄化センター公園

荒井知事『奈良の未来』を語る

来
賓
祝
辞

奈良県生協連 瀧川潔会長

奈良県知事  荒井正吾様

奈良県議会議長
出口武男様

奈良県協同組合連絡協議会委員長
永田正利様

日本生活協同組合連合会会長
山下俊史様
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　知事の講演後、会員生協より学生を中心に１１名の
組合員が登場し、それぞれ知事さんに聞いてみたい
事をボードに記入して質問しました。質問は「知事
さんはどんな仕事を？」や「日頃、どんな勉強して
いるの？」、「奈良の寺社の周りは淋しい」や「奈良
の魅力はどこですか？」「どのようにＰＲしている
の？」、「若い農業者を育てること」や「野菜をもっ
と食べる食生活」、「安心して子育てできる地域づく
り」など知事さんの日常や県の政策にかかわること
などの質問もありましたが、「吉野で就職したいので知事さん、私のために何とかして！」「県立
大に大講義室をつくって！」など、具体的な質問や「人生を変えた１冊の本を紹介して」など、会
場を沸かす質問もありました。
　荒井知事からは全ての質問にお答えいただき、奈良の自慢は歴史であること、県立大学を東アジ
ア文化の拠点にしたいという構想、人の出会いや言葉の大切さなど思い出に触れ語っていただきま
した。最後に「生協もみなさんも勇気をもってあるがまま進まれてはどうか」と締めくくられました。

　午後からはご来賓の国会議員を代表して民主
党滝実議員からご挨拶いただき、自民党田野瀬
良太郎議員からのメッセージとご出席いただい
た民主党中村哲治議員をご紹介、森林組合連合
会の山本陽一会長理事の乾杯で和やかに懇談を
進めました。天理大学雅楽部による舞楽「青

せ い

海
が い

波
は

」の公演が平城遷都１３００年祭にふさわしく会
場を盛り上げ、スライドで奈良県連の２０年を振
り返りました。
　大学生協では役員ＯＢの参加もあり、学生委
員たちと新旧の交流を深めていました。
　当日は２０周年記念誌と機関誌「共生」の表紙
を飾っている『万葉のいぶきを求めて』（桂琢己
氏による県内を謳った万葉歌とその地の訪問エ
ッセー）をまとめた冊子を配布しました。

組合員参加による『知事と語ろう』

レセプション

荒井知事と語る

天理大学雅楽部の皆さんによる公演

衆議院議員　滝実様 森林組合連合会会長
山本陽一様

にあるファミリープールを奈良市の県営プールの移
転に伴い拡充し、周辺公園とともに生涯スポーツの
拠点にしたいと述べられました。
　また、救急医療システムの構築では、0.5 次救急と
して ｢ 救急安心センター（＃７１１９）｣ や「小児救急
医療電話相談（＃８０００）」を開設し、電話相談で救
急車を呼ぶ前の仕分けをし、１次・２次・３次救急の整
備を進め、特に３次救急の役割を担う県立救命救急セ
ンターの拡張計画を説明されました。県立医大での
医師養成に奨学金を出し、山間僻地への派遣に取り
組むことなど「切れ目のない医療提供体制を実現す

るための連携・協定」を熱く語られました。知事ご自身「チョッと熱くなり過ぎました」とおっ
しゃるほどに熱弁を振るわれました。
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奈良県生協連　３本の柱

おかげさまで 20 年！
　２０周年の関連行事は、４月号の共生での歩みのご紹介に始まり、７月の
ピースアクション、９月近畿地区生協行政合同会議、１１月の記念式典、記
念誌と『万葉のいぶきを求めて』の発行、１２月の地域生協組合員理事交
流会と１年を通じた諸行事も無事に終りました。やっと二十歳ですがこ
れからも皆様方からご支援をいただきながら、会員生協と地域社会に役
立つ連合会になれるよう頑張ります。
　これからの奈良県連、２００９年総会で発表しました『奈良県での生協の
発展をめざして＝奈良県生協連　将来ビジョン＝』を順次、年度方針に
反映していきます。

Ⅰ．奈良県生活協同組合連合会は生協法と定款に掲げる目的を達成するために、会員のための連合
会として会員生協の健全な発展のための支援をし、生活協同組合の地域社会の窓口としての役
割を果たします。

Ⅱ．生活協同組合は消費者が出資しくらしに貢献するための事業を行っている協同組合です。ICA
声明が謳う協同組合の定義と価値の精神にのっとり、事業体と消費者運動体の両方の性格を持
つ組織として、社会での自助と公助を繋げる共助の役割を発揮し、協同組合理念と協同組合事
業を広め、存在価値を地域社会の中にアピールします。

Ⅲ．県連会員とのネットワーク、全国生協とのネットワーク、県行政や諸団体など対外的なネット
ワークに加え、会員生協の枠を越えたさまざまな活動をする組合員・職員など個人とも連携し、
活動拠点としての役割を目指します。将来、消費者課題など他団体とのネットワークによる環
境が整えば新しい消費者組織を設立することも考えます。

　私の県連デビューは１９９５年の生協大会だったと記憶しています。先輩と共に壇上に上がり、クイ
ズを出題するということで、ドキドキしながらマイクを握っていたことを覚えております。
　当時、奈良の大学生協は、教育大と女子大の２つだけでした。それが私の在学中１９９５年から１９９
９年にかけ、商科大（現県立大）、奈良高専、樟蔭女子短大と、次々に設立されていきます。
　その中で思ったのが、「せっかく大学生協の仲間が増えたのだから、奈良の５大学生協皆で一緒に
活動したい」ということでした。そこではじめたのが、各新規設立校を回り、顔を合わせて話する
こと。たわいもない話をしながらも、各生協での取り組みを一緒にお手伝いしたり、今度の県連総
会ではどんな発表しようか、と相談しあったり…。そして初めて
県連の活動で５大学生協の学生が揃い、一緒に活動できたときに
涙を流して喜んだことは今でも鮮明に覚えております。
　あれから１２年もの月日が流れました。先日の２０周年式典に出
席させていただきましたが、５大学生協の学生さんが熱い思いを
持って話してくれていたことを嬉しく思いました。
　これからも、学生の皆さんのパワーで生協活動を盛り上げてい
ただき、各大学生協、そして奈良県連がより一層ご発展されます
よう、心より願っております。

奈良教育大学生活協同組合　元学生委員　徳永 真人

大学生協　みんな一緒に
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奈良県の食の安全確保をさらにすすめるために
シリーズNo.4
食の安全

　奈良県生協連では、食品偽装など消費者の不安が解消していないことから、昨年
度末から奈良県における食の安全推進の取り組みや他府県の「食の安全推進条例」
を学んできました。奈良県生協連として ＊奈良県食品安全・安心懇話会を傍聴し、
県にも要望書を提出。担当者の方と話し合いを持ちました。その経過をお伝します。

奈良県の食の安全を推進するための条例づくりの
要望書を提出（２０１０年１０月）

要望のポイント
１．食品安全基本法の理念に基づき、奈良県農業の持続的発展

を踏まえた「奈良の食の安心・安全条例」の制定を要望
２．農業水産振興課・畜産課、消費・生活安全課が食品供給工

程の全段階に機能的に対応できているか関係部局が連携して
検証してほしい

３．奈良県食品安全・安心懇話会で、食に関わる関係者が基本
理念に基づく各自の役割を発揮できるよう「条例制定委員
会」の設置を要望

　第１４回　奈良県食品安全・安心懇話会　開催

　日時：2010年10月14日㈭　14：00～16：00
　場所：猿沢荘
　議題内容　報告
　　平成２１年度奈良県・奈良市食品衛生監視指導結果について　
･ ◎意見交換
　　食品安全推進の施策について［食の安全推進条例制定の要望］
　　農産物生産現場における安全安心の取り組みについて
　　奈良県における口蹄疫対策について
　　安全・安心の食品について

＊奈良県食品安全・安心懇話会
　奈良県における生産から消費にわたる食品の
安全・安心確保に関し、幅広く県民との意見交
換を行うとともに食品の安全性の確保に関する
施策の策定に当たって県民の意見を反映するこ
とを目的に２００４年６月から設置。委員は１５名。
消費者（公募委員２名含む４名）・生産者・製造
加工業者・流通業者・学識経験者からなる。流
通代表として奈良県生協連の理事・ならコープ
森宏之理事長が参加

第 14 回奈良県食品安全・安心懇話会
（猿沢荘2010.10.14）

2010年度第2回生協・行政協議会
（猿沢荘2010.11.11）

奈良県生協連主催の勉強会「食の安全
懇談会」奈良県農業水産振興課環境係
森本係長から（2010.5.24）
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　 2010年度第2回生協・行政協議会にて
　　　　　　　　　　要望書に関する回答と意見交換

　日時：２０１０年１１月１１日 ( 木 )　１６：００～１７：００　　　場所：猿沢荘

　奈良県生協連では、県のご努力は認めながらも、消費者が考える食
の安全安心についての県全体の施策を強めてほしいこと、農林水産業
の生産現場や健康づくり推進課の地産地消や食育なども含め、消費者
の安心構築への願いを受け止め、消費者を巻き込んだ条例で整理する
要望を伝えました。
　県としては、食品安全基本法に基づき、県や国の連携を進め、現在
は奈良県食品衛生法施行条例も改正し機能していると考えている。生
産現場から消費者までのフードチェーンに関係部局が連携している姿
を見せる必要があると思うので、欠けているものがあればご指摘いた
だき具体的に一緒に学んでいきたいというご回答をいただきました。

今後も、奈良県の農林水産業の持続的発展を踏まえ、
　　　　消費者の立場で行政と懇談の場を持ち続けていきます。



所得の再分配から可能性の再分配へ　　播磨　靖夫さん
　新聞記者だった４０年前の高度経済成長下、障害のある人たちは取り残
されてしまった。当事者の問題ではなく社会に障害がある。成長が日本
に何を残していったのか、辺境に行かないと歪みが見えない。芸術を通
して個人と企業をつなぐ障害者のための中間組織を作った。中間組織が
あちこちで壊れコミュニティが崩壊し個人が孤立し、生きることを支える
基盤も崩れてきている。渚の生物が海をろ過し生命を生み出すように生
協やＮＰＯは渚の生物。最近、障害者が投げかけるアートから会話が生
まれ人間関係のあり方を変え始めた。日本は「物」の成長を追いかけて
きたが、これからは「知性・感性」の成長の時代になってきた。

　立石理事長の司会で進められました。東京でたすけあいのワーカーズ
をされてきた方が、奈良でもできる予感がすると発言。介護福祉の授業
は医学部で行われないため国民が声を上げてほしいと医学生から発言。
地域でもどのようにしてコミュニティを作っていったらいいのか模索中と
いう意見や、マンションで高齢者とわが子が仲良しであるため一つの希
望であるなど感想が出されました。組合員や生協だけで完結せず地域で
解決の道を探っていると大阪の生活クラブ生協からアドバイス。幅広い
年齢層を持つ生協という中間組織の存在は大きく、自分の価値観を押し
付けず、発信続けることの大切さを参加者は確信されたようです。

色
いろひら

平　哲郎さん　　　
　長野の農村では「おたがいさま・おかげさま」が残っている。農協が
母体の病院で、村では組合員の比率も高く組合員が強い。全国からの訪
問者に村のおばあちゃんたちが口コミで病院のことを伝えてくれる。長野
県は全国で一番医療費が少なく、村人は現役で仕事を持っている。人を
あてにせず期待しないこと。医師に命を預けないこと。未来は誰にもわ
からない。どんな人にも少しは力がある。一人の能力は限られておりみん
なの力で前進できる。女性ばかりに負担をかけてきた従来のコミュニティ
の再現ではなく、いいところをとって「おたがいさま・おかげさま」を取
り戻そう。人を排除しない、人を認める、仲間をつくる。冷たい風が吹い
てきたら暖かくして返そう。そして「あなたはあなたのままでよい社会」を。

　生活クラブ生協設立から３年を迎え、組合員も２７００名を超えまし
た。より多くの組合員とともに「組合員が抱える課題・問題に応え
られる地域の生協」に向けて考えようとお二人の講師を招いて開催
され、約５０名の方が参加されました。

シンポジウム「より豊かに　地域で暮らす」
午前 　パネラー：播磨　靖夫さん（（財）たんぽぽの家理事長）
 　パネラー：色

いろひら

平　哲郎　さん（佐久総合病院地域ケア科医師）
午後　　＊「ヘルプマン！8」読後会　　　　　意見交換

日時：２０１０年１２月５日（日）
１０：００～１４：３０　
場所：奈良市男女共同参画センター

生活クラブ
生協 創立3周年記念シンポジウム

「これから奈良で地域づくりを始める（生協の）女性たちへ」

コミック「ヘルプマン」読後の参加者とパネラーとの意見交換

「これからのコミュニティづくりについて（地域医療の視点から）」

生活クラブ生協におじゃましました

熱心に参加する組合員さん

色
いろひら

平　哲郎さんの講演

播磨　靖夫さんの講演

「「ヘルプマン！⑧）」くさか里
り き

樹作「高齢者介護
やヘルパー」を題材にしたコミック。(イブニン
グＫＣ講談社 )　第８編では日本の高齢者福祉と
フィリピン人ヘルパーの現状を描く
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　COP15（コペンハーゲン会議）に、奈良県生協連が大学生を派遣した一昨年に比べ、国内での報道は少なく、市民の関
心もあまり盛り上がりませんでした。COP17 での合意が法的拘束力のあるものになるかどうかは今後の交渉に委ねられ
ます。COP15 でも求められていた「世界全体の排出量の山をいつにするのか」の時期も明記されず、2050 年の削減量が
書かれていないなど不十分な点はありますが、今回の決定は重要な足がかりになったと評価されています。日本国内では、
「地球温暖化対策基本法案」が先送りになりました。実効性ある対策を一日も早く進め、リーダーシップを発揮するよう
に市民も注目していく必要があります。

　１１月２９日から１２月１０日、メキシコのカンクンにおいて、
気候変動枠組条約第１６ 回締約国会議（ＣＯＰ１６）、京都議
定書第６回締約国会合（ＣＭＰ６）などが行われました。
　日本政府は、京都議定書の単純延長ではなく、すべての主
要排出国が参加する公平かつ実効的な国際枠組みの構築の必
要性を強く主張しました。 
　京都議定書第２約束期間（２０１３年以降）に対する各国の
立場を害しないことを脚注で明記しつつ、ＣＯＰと同様に先
進国の排出削減目標をまとめた文書に留意することになりま
した。 今後は、２０１１年末に南アフリカのダーバンにて開催さ
れるＣＯＰ１７・ＣＭＰ７に向け、今回の合意内容を基礎とし
た交渉を続けることになります。 

　ＣＯＰ１０は１７９の締約国、関連国際機関、ＮＧＯ等から
１３，０００人以上が参加。日本は、松本環境大臣がＣＯＰ１０
の議長を務め、遺伝資源へのアクセスと利益配分（ＡＢＳ）
に関する「名古屋議定書」と、２０１１年以降の新戦略計画（愛
知目標）、名古屋－クアラルンプール補足議定書（遺伝子
組換え生物から生じた被害救済措置を規定）が採択され
ました。これを受け、各国の国内施策（国内目標の設定・
法制度）への反映や、医薬品・研究の遺伝子資源活用行
為の手続きの新設、遺伝子汚染被害の場合の事業者特定
や原状回復命令などが行われることになります。（国内法
制化は今後の課題）

　地域の自然の恵みを安定的に維持
する「セーフティネット」をつくるこ
とや、地域社会の発展と「将来有益
かもしれない資源」とのバランスを
図り、そのための市場や公共政策の
在り方や私たち市民の考え方も変わ
る必要があります。

ジュゴンの保護を求める沖縄の市民団体

名古屋国際会議場付近　白鳥地区
生物多様性条約市民ネットワーク
出展ブース

おりがみプロジェクト
来場者による折り紙で飾られたモ
ニュメント

環境
のページ

締約国会議のこと。条約ごとにある。

京都議定書第６回締約国会合（ＣＭＰ６）
　京都議定書第２約束期間を前提に、先進国の
削減目標を京都議定書の第１と第２約束期間との
間に空白を生じさせないように決めなければな
らない。

気候変動枠組条約第１６回締約国会議（ＣＯＰ１６）
　平均気温の上昇を２℃未満にすべきことを認
識。世界全体の排出量を可能な限り早く山を越
え、２０５０年までに大幅な削減が必要。

◦米中などを含め各国が「コペンハーゲン合意」に
書き込んだ目標を補助機関の決定に書き込むこと

会場は名古屋国際会議場、愛・地球博記念公園会
場など数地区に分散して開催。名古屋市のメイン
通りを栄～名古屋国際会議場まで市民パレードが
行われました。

コープあいち、大学生協東海センターも出展

《決まったこと》

生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）　取材報告

気候変動枠組み条約第16回締約国会議（COP16）開催

メモ   COP とは？
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　カルタヘナ議定書締約国会議（ＣＯＰ／ＭＯＰ５）と生物多様性条約締約国会議（ＣＯＰ
１０）が１０月１１日～２９日、名古屋市にて開催。その合間の１６～１７日に、現地のブースや市民
パレードの様子を見に行ってきました。



□奈良県消費者団体交流会
　１０月２７日（水）奈良県文化会館で開催され、１２団体２１人と行政から姫野消費・生活安全課課
長補佐、大前消費生活センター所長含め６人が参加されました。各団体の活動、現状報告と今後
のネットワーク化のための事前相談をする幹事団体を確認しました。（生活学校、消費生活ネッ
トワーク、グループあんあん、こむらいふ奈良、奈良の消費者行政を考える会）。各団体とも、
高齢化や財政難で運営が厳しい状況が報告されました。奈良県生協連から伊藤ならコープ理事、
コープ自然派前川理事、新田事務局長が参加しました。奈良の消費者行政を考える会から仲宗根
県連専務、こむらいふ奈良からは辻ならコープ副理事長、木下ならコープ理事が参加しました。

□ＴＰＰ交渉への参加に反対し日本の食を守る奈良県緊急集会
　政府は、１１月９日に関税撤廃による貿易の完全自由化をめざ
した環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）の関係各国との
協議を開始する方針を打ち出しました。
　交渉への参加を巡って、様々な団体・個人から賛否の意見
が出されていますが、ＪＡ奈良県中央会から「ＴＰＰ交渉へ
の参加に反対し日本の食を守る奈良県緊急集会」への参加要
請がありました。奈良県生協連として、国民の食と農を守る
立場、食糧安全保障とそのための自給力の向上、奈良県内の農業・畜産業の重要性と多様な機能
の保持のため、また協同組合連帯を大切にするために、この集会の実行委員会に参加をいたしま
した。当日は会場一杯の１０００名の参加者。奈良県生協連からも２６名が参加し、消費者団体を代
表して瀧川潔奈良県生協連会長が挨拶しました。

□第１回地域生協組合員理事交流会
　１２月１４日に奈良県生協連創立２０周年記念企画として、第１
回地域生協組合員理事交流会を開催しました。３つの地域生
協（生活クラブ生協・コープ自然派奈良・ならコープ）から
２８名の組合員理事・監事が参加し、「まず知り合おう～なん
で生協やってんの？～」をテーマに交流しました。各生協の
組合員活動の紹介や組合員理事の関わり方などの報告の後、
グループに分かれて組合員理事の活動等について楽しく交流
を深め、組合員理事の役割の大切さを確認しあいました。

□ならコープの庭が人気！「全国都市緑化ならフェア」
　馬見丘陵公園で開催された「第２７回全国都市緑化ならフェ
ア」（９月１８日～１１月１４日開催）で、１０月３日と１１月２日に
一般来場者による出展花壇の人気投票が行われ、ならコープ
の花壇「やさいとくだものの庭」が２位《暮らしの辻（２０㎡）
部》になりました。１１月２日の投票日当日も来場者が多く訪
れ、野菜談義でにぎわっていました。

ならコープ「やさいとくだものの庭」
２０１０年１１月２日撮影
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□景品表示法学習会
　１２月６日、ＫＣ＇ｓ主催で景品表示法学習会が大阪府消費生
活センターで開催され、消費者、相談員、メーカーなど約５０
人が参加しました。消費者契約法に続き特定商取引法、景品
表示法に団体訴訟が適用されるようになり、消費者庁水村豊
さんより景表法の概要と具体的な事例を学びました。おおさ
かパルコープの食品表示ウォッチャーズとこむらいふ奈良が
それぞれ健康食品の新聞広告など、表示調べ活動を報告し、
水村さんからコメントをいただきました。「え～ッ」というよ
うな表示に参加者一同驚きを隠せませんでした。

□「市民の力で核兵器廃絶へ！」交流会
　１２月１０日、東京プラザエフにおいて「市民の力で核兵器廃絶へ！」交流会が開催され５０人が
参加しました。広島平和文化センターの国本善平さんの基調講演のあと、コープやまぐちの秋葉
広島市長と平和市長会議加盟自治体首長との意見交換会報告、ＣＡＮＴ署名の取り組み提案があ
り、参加団体の活動交流がされました。

報告をするこむらいふ奈良の辻さん

「消費者被害のない安心して暮らせる地域づくり」
～地方消費者行政の充実強化、行政と市民が連携してできること～

日　　時　２０１０年３月１２日（土）１３：３０～１６：３０
場　　所　県社会福祉総合センター
主催団体　奈良県、奈良の消費者行政を考える会　･後援･･橿原市
プログラム　寸劇クイズ：（こむらいふ奈良）コメンテーター（消費生活専門相談員）
　　　　　基調講演：･池本誠司氏（弁護士、消費者庁参与）　　
　　　　　　　「地方消費者行政を充実させるために、行政と市民ができること（仮）」

▪パネルディスカッション
県くらし創造部次長　堀川幸男氏　県のめざす地方消費者行政と市町村へのアプローチ
橿原市長　　　　　　森下　豊氏　橿原市の消費者行政の考え方と取り組み
消費生活専門相談員　坂本千津氏　相談員から見える消費者被害と相談業務の課題
「考える会」　　　　　辻　由子氏　調査報告と市民ネットワークと市町村との連携
コーディネーター　池本誠司弁護士

▪会場発言とディスカッション、池本弁護士まとめ
＊申込み・お問い合わせは　奈良県生協連　TEL：０７４２–３４–３５３５　FAX：０７４２–３４–００４３

奈良県生協連第４回理事会報告　１１月１１日㈭　猿沢荘

【主な審議事項】
（１）奈良県生協連創立２０周年記念事業に関する件（第５次）　
（２）その他事項の件

①「奈良の消費者行政を考える会」のシンポジウムの開催について
② 内閣府・全国消団連共催「地方消費者グループ・フォーラム」について
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奈良県生活協同組合連合会　〒６３０－８１３６　奈良市恋の窪１丁目２－２
TEL ０７４２－３４－３５３５　　　FAX ０７４２－３４－００４３

URL　http://www.narakenren.coop/

6日 関西消費者団体懇談会
7日 関西地連大規模災害協議会全体会

12日 県なら安全安心すまいづく
り協議会街頭啓発活動

13日 日本医療福祉生協連創立記
念レセプション

13日 奈良の消費者行政を考える会
14日 県食品安全 ･ 安心懇話会

16 ～
17日

生物多様性条約
　　　COP１０名古屋取材

18日 温暖化防止ネットワーク関西
19日 県指導検査（奈良県立大学生協）
20日 奈良県生協連上期監事監査
22日 関西地連府県連協議会
27日 奈良県消費者団体交流会

2日 荒井知事訪問・講演の打合せ
4日 KC's 双方向コミュニケー

ション研究会
6日 シンポジウム「消費者行政の

充実に向けて」（新しい消費
者行政を実現する連絡会）

11日 第２回生協・行政協議会
11日 奈良県生協連第 4 回理事会
20日 奈良生協連創立 20 周年記念

式典・レセプション
24日 近畿地区府県連協議会
27日 国会議員事務所訪問
30日 適格消費者団体と近畿府県消

費者行政担当者との懇談会

1日 ピースアクションすすめる会
2日 関西地連運営委員会
6日 KC's 景品表示法学習会
7日 TPP 反対奈良県緊急集会幹

事会
9日 TPP 交渉への参加に反対し

日本の食を守る奈良県緊急
集会

9日 日本生協連全国県連責任者
会議

10日 「市民社会の力で核兵器廃
絶」交流会

10日 関西地連・生協における監
事監査の環境整備に向けた
学習会

14日 第 1 回地域生協組合員理事
交流会

開催案内 ぼくらのごはんが未来をつむぐ
「今治市のまちづくり・学校給食・食育」
　　　　　　　　今治市企画課政策研究室長　安井　孝さん

申込み先

日　時

場　所

参加費

講　演

２０１１年１月２２日（土）　１３：３０～１６：００　

奈良市勤労福祉サービスセンター（うぇるびぃ奈良）
（ＪＲ平城山駅／徒歩５分　近鉄高の原駅下車　奈良交通バス・左京６丁目／徒歩１５分）

５００円　　　　　　　　コープ自然派奈良（☎０１２０－４０８－３００）

　

20
周
年
式
典
の
『
知
事
と
語
ろ
う
』
の
中
で
知

事
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
言
葉
と
し
て
「D

o 
you w

ant to be liked?

（
君
は
人
に
好
か
れ

た
い
の
か
？
）」
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ア
メ
リ

カ
留
学
時
代
に
友
人
か
ら
言
わ
れ
た
言
葉
だ
そ
う

で
す
が
、
文
化
の
違
い
を
感
じ
ま
し
た
。「
和
を

も
っ
て
尊
し
」
を
大
切
に
す
る
日
本
人
と
、
嫌
わ

れ
て
も
正
し
い
と
思
う
こ
と
を
主
張
す
る
ア
メ
リ

カ
人
、
知
り
合
う
た
め
に
も
自
己
主
張
は
大
事
だ

と
感
じ
ま
し
た
。（
迪
）

　

一
年
を
振
り
返
る
と
気
候
が
お
か
し
か
っ
た
で

す
ね
。
桜
が
咲
い
て
か
ら
も
寒
さ
が
ぶ
り
返
し
、

夏
は
猛
暑
と
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
竜
巻
。
農
水
産
物
に

大
き
な
影
響
が
出
ま
し
た
。
温
暖
化
が
進
む
と
予

測
さ
れ
る
気
象
に
似
て
い
る
と
か
。
生
物
多
様
性

を
守
る
こ
と
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
経
済
活
動
と
温

暖
化
対
策
と
の
両
立
。
世
界
中
の
市
民
が
健
や
か

に
生
き
て
い
け
る
社
会
が
望
み
で
す
が
、
無
理
な

の
で
し
ょ
う
か
。（
順
）

　

県
連
創
立
20
周
年
記
念
企
画
で
、
日
本
の
伝
統

文
化
の
ひ
と
つ
で
あ
る
雅
楽
を
は
じ
め
て
生
で
鑑

賞
し
ま
し
た
。
た
っ
た
15
分
で
し
た
が
、
悠
久
の

調
べ
を
感
じ
る
幸
せ
な
ひ
と
と
き
を
過
す
事
が
で

き
ま
し
た
。
一
方
で
日
本
の
伝
統
的
食
文
化
の
行

方
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
動
き
に
注

目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。（
和
）

編
集
後
記

10月 11月 12月


